
【資料 3】 

重点施策 1-1 ウォーキングの推進 

ウォーキングの促進 

【取り組み内容】 

健康普及員を中心に「大和市ウォーキングマップ」を活用したウォーキングを地域

の活動に取り入れます。また、市内各駅等にウォーキングマップの配架やルート案

内板を設置し、利用者の利便性を高めるとともに、ルートのＰＲを行います。 

○健康づくり普及啓発事業：健康づくり推進課 

◇健康普及員の活動として、各地区においてウォーキングを実施しました。 

また、健康普及員ＯＢによる月例ウォーキングを開始しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

実施回数 １８回 ２０回 １８回 

参加者数 ２２１人 ５９７人 ３２２人 

○健康都市推進事業：政策総務課 

◇健康都市やまとフェアにおいて、市内全域でウォーキングを実施しました。 

平成２７年度からは歴史・自然ガイド付きの「やまと歴史自然ウォーク」を 

実施しています。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

コース ２コース ３コース ２コース 

参加者数 ７２人 １０９人 ９４人 

・平成２９年度実施コース 

 コース概要 参加人数 

北部コース ④慈緑庵を訪ねるコース ３９人 

中部コース 雨のため中止 ０人 

南部コース ⑫大和ゆとりの森コース ５５人 

○道路の愛護啓発事業：都市施設総務課 

◇ウォーキングマップ案内板の市内各駅等への設置、内容の改訂を行いました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

設置駅 高座渋谷駅(東口) 高座渋谷駅(西口) - 

追加・

改訂 

史跡と野鳥さえずる

自然の森散策コース

（追加） 

歴史と自然のふれあ

いコース（改訂） 

大和ゆとりの森コー

ス（追加） 

- 

○Yamato de Ingress事業：広報広聴課 

◇スマホゲーム Ingressによるまち歩きのイベント「ファースト・サタデー」

を開催しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

実施回数 ２回 ２回 ０回 

参加者数 １７１人 ２，０６９人 ０人 
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 ○歩く健康づくり事業：健康づくり推進課 

◇歩くことの定着・推進を図るため「やまとウォーキンピック」を開催しまし

た。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

実施回数 ― 回 ― 回 ２回 

参加者数 ― 人 ― 人 １，２０９人 
 

ウォーキングルート

の緑化 

【取り組み内容】 

緑豊かなウォーキングルートを整備するために、フラワーステーションの設置、生

垣設置助成、記念樹の植樹等を実施し、ルート沿いの緑化を推進します。 

○緑化施策の企画・調整・推進事業：みどり公園課 

◇フラワーステーションへの花苗の植栽を春と秋に実施しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

植栽実施箇所 １３か所 １３か所 １３か所 

○緑化推進支援事業：みどり公園課 

◇接道部緑化（生垣等）について、現物を支給または設置費用を助成しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

緑化距離 ５．８ｍ ５２．０ｍ ０ｍ 

○記念植樹事業：みどり公園課 

◇ゆとりの森にサクラを記念樹として植樹しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

植樹本数 － ３０本 －本 
 



重点施策 1-2 日常的な運動 

運動の習慣づくり 

【取り組み内容】 

幅広い年齢層向けの体操教室や、仕事をしていてなかなか運動ができない世代を対

象としたヨガ教室を開催するなど、運動をするきっかけづくりをします。        

○スポーツ教室開催事業：スポーツ課 

・各種スポーツ教室を開催しました。 

 平成２９年度は、様々な種目を一日で体験する「スポチャレ」や、親子でスポー

ツが楽しめる「ファミリースポーツ教室」「親子ふれあいサッカー教室」、総合型地

域スポーツクラブと連携するスポーツ教室や、障がい者サッカー教室などを開催し

ました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

スポーツ教室種目数 ８種（９回） ７種（１２回） ７種（１４回） 

スポーツ教室参加人数 ６１０人 ８３７人 １，０６２人 
 

「やまと いきいき

健康体操」の実施 

【取り組み内容】 

大和市独自の健康体操である「やまと いきいき健康体操※」を、ホームページで

の動画配信やＤＶＤ・ＣＤ等の媒体により広く周知するとともに、介護予防関連の

イベントや講座において、体操の普及に努めます。 
※東海大学「ＵＳＲ型社会貢献プロジェクト・高齢者いきいきプロジェクト」として 

大和市と東海大学の協働により作成 

○一般介護予防事業：高齢福祉課 

◇介護予防サポーター養成事業において、「やまと いきいき健康体操」の普及・ 

啓発のための講座を実施しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

開催場所 ９か所 ９か所 ９所 

参加者数 １１８人 ９８人 １３２人 

◇「健康都市やまとフェア」等において実施し、普及啓発を行いました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

参加者数 ３３６人 ４２５人 ２９０人 

・市ホームページにて「やまと いきいき健康体操」の動画配信を行いました。 

http://www.city.yamato.lg.jp/web/kourei/kourei01211640.html 

 

健康遊具の普及 

【取り組み内容】 

年齢を重ねても健康でいられるために、自ら健康増進に積極的に取り組むことの一

環として、体を伸ばしたり曲げたりするなどの簡単な運動ができる「健康遊具」を

市内約１００か所の公園に設置します。さらに、同遊具の正しい使い方や運動のコ

ツを学ぶことで、効果的なストレッチや筋力トレーニングができるよう健康遊具の

体験会を開催し、いつまでも元気に、地域の人々が触れ合える場をつくることを目

指します。 

○健康遊具設置事業：みどり公園課 

◇健康遊具の公園への設置を進めました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

設置公園数 ３０公園 ３０公園 ２５公園 

設置遊具数 ７５基 ７５基 ６３基 

○一般介護予防事業：高齢福祉課 

◇健康遊具体験会を実施しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

実施回数 １８回 ３３回 ３０回 

参加者数 ４０３人 ５３０人 ５８１人 
 

http://www.city.yamato.lg.jp/web/kourei/kourei01211640.html
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重点施策 1-3 スポーツの機会の提供 

スポーツイベントの 

開催 

【取り組み内容】 

あらゆる年齢層の方々が参加できるイベント「スポーツフェスタ」を開催します。 

○スポーツ大会開催事業：スポーツ課 

◇「健康都市やまとスポーツフェスタ」を開催し、スポーツの機会を提供しま 

した。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

来場者数 １，２０４人 ５４６人 ８７０人 

＜実施内容＞ 

・ニュースポーツ体験コーナー・体力測定 

・記録に挑戦コーナー（パターゴルフ、ニューパークゴルフ ほか） 

・健康づくり推進コーナー  ・みんなで〝あ・そ・ぼ″コーナー   

・サッカー体験コーナー                  ほか 

  



重点施策 2-1 バランスのよい食生活の普及啓発 

食生活の改善 

【取り組み内容】 

食生活改善の正しい知識と調理技術の向上を図ります。また、食生活改善推進員を

養成し、地域の食育アドバイザーとして健康づくりを推進します。 

○食育推進事業：健康づくり推進課 

◇食生活改善推進員養成講座を開催し、食育の普及の担い手となる食生活改善

推進員を養成しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

実施回数 １５回 １５回 １６回 

参加者数 ３２７人 ３２２人 ２７１人 

◇食生活改善推進員を対象とした食生活の知識や調理技術向上の研修会を実施

しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

実施回数 ６回 ７回 ７回 

参加者数 ２８９人 ３６７人 ３００人 

◇食生活改善推進員が地区活動として各種教室を開催しバランスのよい食生活

等の普及に努めました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

健康づくり料理教室 ２８９人 ２７０人 ２４８人 

男性の料理教室 ８０人 ２８人 ４５人 

おやこの食育教室 ４７人 ７７人 ５１人 

独居老人交流会 

(食事づくり) 

１８０人 １６０人 １８０人 

高齢者の食育 － ７３人 ３５人 

母親クラブ料理教室 － １９人 ４４人 

地場産物料理教室 ３２人 ２００人 ２７人 

生涯センターまつり ２００人 １５０人 ２３０人 

健康都市やまとフェア ２００人 ９００人 ２００人 

やまと食育フェア ６００人 ２７０人 ６００人 
 

テーブル・フォー・ 

トゥーの普及 

【取り組み内容】 

テーブル・フォー・トゥーとは、先進国で販売する健康食の代金の一部を途上国の

給食支援に充てる国際貢献活動です。市では市役所と市立病院の食堂で栄養バラン

スとカロリーに配慮した食事を提供し、１食につき２０円を開発途上国に寄附しま

す。 

［政策総務課・病院総務課にて対応］ 

◇市役所や市立病院の食堂でヘルシーランチを提供しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

市役所食堂  ４，４４５食  ４，２７６食  ３，９４３食 

市立病院食堂 ２３１食 ２３４食 ２２６食 

合 計 ４，６７６食 ４，５１０食 食 

◇開発途上国の子ども達の給食のため、以下の金額を寄付しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

市役所食堂 ８８，９００円 ８５，５２０円 ７８，８６０円 

市立病院食堂 ４，６８０円 ４，６８０円 ４，５２０円 

合 計 ９３，５２０円 ９０，２００円 ８３，３８０円 
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重点施策 2-2 子どもの食育の推進 

乳幼児の食育 

【取り組み内容】 

妊娠期の食育に加え、離乳食及び幼児食教室を開催し、乳幼児期の適切な食生活に

ついての栄養指導、具体的なメニューや調理の工夫等を紹介します。また、乳幼児

の食に関する相談を受け、保護者の悩みを解消します。 

○母子保健相談指導事業：すくすく子育て課 

◇各教室を開催し、乳幼児の食育に努めました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

プレママパパ 

（出産前からの食育）教室 

１２回 

２９５人 

１２回 

２８３人 

１２回 

２８２人 

もぐもぐ（離乳食）教室 
２４回 

３５５人 

２４回 

４０２人 

２４回 

５５６人 

１歳児育児教室 

（旧：ぱくぱく教室） 

１２回 

４８５人 

１２回 

４７２人 

１２回 

４５４人 

おべんとう教室 
３回 

１０３人 

３回 

７７人 

３回 

８２人 

地域育児講座 

どこでも講座 

歯科保健講習会 

育児サロン講話 

２２回 

１，２１８

人 

１９回 

９３９人 

４１回 

１５２９人 

 

保育園児の食育 

【取り組み内容】 

栄養士の立案した献立で、手作りの昼食、おやつを提供します。保育士が、食事に

関する基本的な生活習慣を指導します。また、給食用食器をより安全性の高い 

ＰＥＮ樹脂製に順次変更し、食環境の充実を図ります。 

○保育所給食事業：ほいく課 

◇各保育所で食育を推進しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

保育園給食 １３４，７３３食 １３６，０６２食 １３７，８７１食 

園児対象食育実施回数 ４４回 ４４回 ４４回 

園児対象クッキング 

保育実施回数 
１０回 ６回 ６回 

保護者 

対象食育 

実施回数 ５回 ４回 ５回 

参加者数 １１５人 １２８人 １４５人 

◇食物アレルギー対応マニュアル及び調理・提供編を改訂し、アレルギーを持つ

園児も安心して楽しく給食が食べられる環境を整えました。 

◇保育園給食で地域農産物を毎月１～２回使用しました。 

◇行事食や外国料理を充実させ、子どもへの解説をすることにより、食への興味

を引き出しました。 

◇園児対象の食育内容を、家庭に伝えるカードを作成することにより、家庭と 

連携して食育を推進しました。 

  



児童生徒の食育 

【取り組み内容】 

学校給食展や親子料理教室を実施し、食への意識の向上を図ります。 

○学校給食食育推進事業：保健給食課 

◇学校給食展：給食やパネル、ポスター展示、スタンプラリー（「もっと知り 

たい和食のひみつ」） 

◇夏休み親子料理教室で、学校給食メニューの実習を行いました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

親子数 ４４組 ４６組 ３４組 

参加者数 ８８人 ９２人 ６８人 

◇学校給食講習会（５日間コース：講話、調理実習、施設めぐりなど）を開催し 

ました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

参加者数 ２８人 ２８人 ２８人 

◇食の安全に関する調理員講習会へ参加しました。 

◇調理従事者研修会を開催し、給食調理に対する意識向上、健康なからだづく

り、食品衛生等についての研修を行いました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

参加者数 約２００人 約２００人 約２００人 
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身体の健康を維持・増進するた

めに、歩くことは非常に効果的

です。散歩のように負担の軽い

ものや、ダイエットや筋力維持

を目的にしたものなど、その人

にあったウォーキングを継続で

きるように、誰もが歩きやすい

環境の整備を進めます。 

重点施策 2-3 生産者との信頼関係の構築 

地域農産物の 

販売推進 

【取り組み内容】 

生産農家が直接販売する朝霧市・夕やけ市・おさんぽマート事業を支援し、新鮮で

安全・安心な農産物を購入していただく機会を提供します。 

○市民朝霧市支援事業：農政課 

◇大和市民朝霧市推進委員会において、朝霧市等を実施し、作り手の顔が見える

地場農産物の販売に努めました。 

・市民朝霧市：毎週日曜日に引地台公園で実施 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

実施回数 ５０回 ５０回 ５０回 

・市民夕やけ市：毎週木曜日に市営緑野住宅高層棟北側広場で実施 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

実施回数 ５２回 ５１回 ５１回 

・おさんぽマート：毎週水曜日に大和駅東側プロムナード（シリウス広場）で実施 

地域農産物のＰＲ 

【取り組み内容】 

料理教室の開催や、産業フェアへの参加などにより、地元で採れた農産物のＰＲを

行います。 

○農産物消費拡大推進事業：農政課 

◇地場農産物のＰＲのため、各種事業を実施しました。 

・親子農業見学会 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

家族数 １１組 
（雨天中止） 

１３組 

参加者数 ２４人 ２８人 

・収穫物活用体験料理教室 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

家族数 １３組 １０組 １２組 

参加者数 ２７人 ２１人 ２６人 

・市内小学生を対象とした、米・野菜に関する作文コンクール 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

参加校 １８校 １７校 １７校 

応募数 ７６４点 ６２９点 ５２９点 

・やまと産業フェア（１１月開催）における地域農産物のＰＲ 

・健康都市やまとフェア（１１月開催）における地域農産物のＰＲ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



重点施策 3-1 市街地快適空間の創造 

公共交通機関の 

利便性の向上 

⑴ コミュニティバス

の運行 

【取り組み内容】 

市内をより移動し易くするために、コミュニティバスを運行します。 

○コミュニティバス運行事業：街づくり総務課 

◇コミュニティバス「のろっと」を南北２ルートで運行しました。 

 北部ルート 
南部ルート 

Ｈ２７年９月まで Ｈ２７年１０月以降 

運行距離 約１５ｋｍ 約１８ｋｍ 約２１ｋｍ 

運行本数 

(1日あたり) 

・右回り  

平日   ６便  

土休日  ８便 

・左回り  

平日   ６便  

土休日  ４便 

・中央林間～市役所  

平日   ８便  

土休日  ７便 

・市役所～中央林間  

平日   ７便  

土休日  ６便 

合計１１便 

運行間隔 ６０～１００分 

運 賃 １００円 

 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

年間利用者数 ３３２，６３６人 ３６５，７２２人 ３８４，６１６人 

 

◇ワゴン車を使用して狭い住宅地も通れるコミュニティバス「やまとんＧＯ」

を、市内４地域において運行しました。 

 中央林間 

西側地域 
相模大塚地域 深見地域 桜ヶ丘地域 

運行距離 約７．１ｋｍ 約８．２ｋｍ 約９．０ｋｍ 約８．６ｋｍ 

運行本数 

(１日あたり) 
各ルート４４便 

運行間隔 ３０分 

運 賃 １５０円 

 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

年間利用者数 ２３７，６４５人 ２８９，２２５人 ３１６，４６５人 

※先発地域（中央林間西側地域・相模大塚地域）は平成２５年１０月から平成 

２６年３月、後発地域（深見地域・桜ヶ丘地域）は平成２６年１月から平成 

２６年６月まで実験運行を行いました。 

※先発地域は平成２６年１０月から、後発地域は平成２７年１月から本格運行を

開始しました。 
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公共交通機関の 

利便性の向上 

⑵ 協働による 

「のりあい」への支援 

【取り組み内容】 

交通の利便性向上を促進するため、市民による地域交通（のりあい）創出に向けた

取り組みに対し、車両確保や燃料費負担などの支援を行います。 

○地域公共交通施策事業：街づくり総務課 

◇加齢による体力の低下や子育ての負担などにより、移動に制約のある地域住

民の外出支援に取り組みました。 

◇運行地域の９自治会が外出支援に協力して取り組むことにより、地域の防犯

や交通安全意識の醸成、外出によるコミュニケーションの活性化、健康増進等

に貢献しました。 

支援内容 車両２台の提供、燃料費 

実施地域 西鶴間、上草柳地域 

周回回数(1日あたり) １８周 

 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

年間利用者数 １７，２４２人 １５，７９７人 １６，００６人 
 

自転車利用環境の 

整備 

【取り組み内容】 

利便性が高く、市民が安全に安心して自転車を利用できる環境を整備します。 

○自転車利用環境推進事業など：道路安全対策課 

◇自転車通行空間確保のため、自転車レーンの青色カラー舗装やナビマークの 

整備を行いました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

カラー舗装 ６．６ｋｍ ０ｋｍ 0.1ｋｍ 

ナビマーク １２．７ｋｍ ７．７ｋｍ 0.4ｋｍ 

◇平成２９年度末までに、自転車通行空間を整備可能な市道(総延長距離 

５８．４ｋｍ)の整備が完了しています。 

歩道の安全性向上 

【取り組み内容】 

横断防止柵、カラー舗装、歩道改良等を整備し、歩行者等の安全を確保します。 

○歩道セーフティーアップ事業など：道路安全対策課 

◇歩行者等が安全に安心して通行できるよう、狭あい歩道の急勾配箇所の解消

や透水性舗装の改良工事を行いました。 

Ｈ２９年度 中央林間１４３号  ２２２ｍ 

Ｈ２８年度 中央林間１４３号  ２２４ｍ 

Ｈ２７年度 中央林間１４３号  ２２９ｍ 

◇歩道の整備を行いました。 

Ｈ２９年度 福田相模原線(南林間地区) 歩道 ３５ｍ 

Ｈ２８年度 ― 

Ｈ２７年度 福田相模原線(南林間地区) 歩道 ６７ｍ 

  
 

  



路上喫煙の防止 

【取り組み内容】 

路上喫煙重点禁止区域と禁止区域を設定し、路上での喫煙を規制することにより、

清潔で、誰もが安全、安心を感じられる快適な生活環境を保持します。 

○路上喫煙防止対策事業：生活環境保全課 

◇「大和市路上喫煙の防止に関する条例」に基づき、路上喫煙の防止を図り、被

害や迷惑の防止に努めました。 

◇路上喫煙防止指導員（７人）が、路上喫煙重点禁止区域である大和駅周辺を中

心に路上喫煙者への注意や指導を行うとともに、条例の普及啓発も実施しま

した。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

路上喫煙者に対する指導件数 ６，２５７件 ５，９９０件 ４，８７７件 

春・秋市内８駅でのチラシ 

配布枚数 
６，８１０枚 ６，０４２枚 ６，７８３枚 

 

街並み美化の推進 

【取り組み内容】 

違反はり紙・立て看板等の簡易除却を推進するとともに、ポイ捨てや犬のふんの

放置を防止し、快適で心地よい都市空間を創出します。 

○屋外広告物対策事業：街づくり推進課 

◇違反屋外広告物の簡易除却（はり紙、はり札、立看板）活動を随時実施しま 

した。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

除却数 ８４個 １８５個 ４９個 

活動回数 ３７回 ５０回 ６回 

参加者数 ３７５人 １７１人 ８５人 

◇県下一斉に屋外広告の日（９月９日）に屋外広告物適正化キャンペーンを 

実施しました。 

実施場所 中央林間・南林間・大和・高座渋谷各駅周辺、幹線道路 

参加団体 
東京電力、ＮＴＴ、青少年相談員、少年補導員、 

大和警察署、宅建協会、除却協力員、市 

◇違反屋外広告物除却協力員講習会を開催しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

実施回数 ２回 ４回 ３回 

受講者数 ５人 １３人 １４人 

登録者数 ２７５人 １３人 ２８９人 

 

○不法投棄物未然防止事業：生活環境保全課 

◇市内全域で不法投棄及びポイ捨て等の監視パトロールを実施しました。 

◇ごみ収集車で放送を流し、ポイ捨て防止の啓発を実施しました。 

◇犬の狂犬病予防接種時に、犬のふんの放置禁止についてのチラシ配布を行い、

ポイ捨て防止の啓発活動を行いました。 

◇路上喫煙防止とポイ捨て等の防止についてのチラシ配布を市内各駅で行い、

ポイ捨て防止の啓発活動を行いました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

チラシ配布枚数 ３，２００枚 ３，０００枚 ３，５９２枚 
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重点施策 3-2 緑化の推進 

緑地の保全 

【取り組み内容】 

市内に残る貴重な大規模緑地を将来にわたり保全します。 

○緑地保全事業、大規模緑地整備事業：みどり公園課 

◇市街化調整区域内の山林を賃貸借契約により保全しました。 

◇「その場所（緑地）の専門家」として調査・説明・ガイド・保全を行う「トコ

ロジスト養成講座」を実施しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

実施回数 ４回 ４回 ４回 

受講者数 ８人 ７人 １５人 

 ◇トコロジスト養成講座受講者による活動発表会を実施しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

参加者数 ２６人 ４４人 １５人 
 

市街化区域の 

緑の保全 

【取り組み内容】 

保存樹林、保存生垣、保存樹木を一定要件のもとに指定し、それぞれの規定に応じ

て緑化奨励金を支給し、緑を保全します。 

○保存樹林等支援事業：みどり公園課 

◇市街化区域内の山林等を保全するため地権者と協定を締結しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

保存樹林 １５２件 １４４件 １３５件 

保存生垣 １７５件 １７５件 １７６件 

保存樹木 ３７件 ３７件 ３８件 
 

緑のカーテンの推進 

【取り組み内容】 

市民を対象に「緑のカーテンつくり方教室」を開催します。また市内の小中学校に

ゴーヤ、へちま、ひょうたんの緑のカーテンを設置し、緑化を図ります。 

○緑化施策の企画・調整・推進事業：みどり公園課 

◇講師を招いて、苗の育て方、緑のカーテンの作り方、設置の仕方の実演を 

行い、一般家庭への緑のカーテンの普及を図りました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

参加者数 ３２人 ３６人 ５２人 

○環境意識啓発事業：環境総務課 

◇小中学校に「緑のカーテン」を設置しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

実施校 １６校 １３校 １６校 
 

 

  



公園の 

維持・管理・整備 

【取り組み内容】 

市民が公園や大規模緑地を安全で快適に利用できるよう維持管理を行うとともに

「ゆとりの森」やボール遊びのできる公園などを整備します。 

○既設公園等大規模改修事業：みどり公園課 

◇次の公園の施設改修等を行いました。 

Ｈ２９年度 

・大上公園外１公園公園施設長寿命化改築工事 

・上草柳２号ちびっこ広場外１公園遊具等設置工事 

・泉の森入口改修工事 

・やまと公園外１１公園防球ネット設置工事 

・にこにこ公園外周フェンス設置工事 

・下草柳ちびっこ広場外１公園公園灯設置工事 

・大野原公園外１０公園公園時計設置工事 

・グリーンアップセンターキュービクル塗装工事 

・自然観察センター電気設備改修工事 

・引地台温水プールロッカー室改修工事 

・慈緑庵（書院）空調設備取付工事 

・リラの丘公園手押ポンプ修繕工事 

・田中１号公園外１公園雨水浸透桝設置工事 

・草柳５号公園外６公園既設公園遊具改修工事 

・宿公園外２公園ネットフェンス改修工事 

・さくら公園外８公園公園施設長寿命化計画補修工事 

・菊園児童遊園外６公園遊具改修工事 

Ｈ２８年度 

・草柳４号外７公園公園施設長寿命化改築工事 

・山王原子供広場他 1公園遊具設置工事 

・つきみ野９号公園外１７公園既設公園施設改修設置工事 

・中央林間五丁目公園防球ネット設置工事 

・かしま３号公園外４公園既設公園遊具改修工事 

・中央林間三丁目公園外１０公園公園施設長寿命化計画補修工事 

・大和市自然観察センターしらかしの家エントランスホール西

側空調機器取付業務 

・南林間むつみ公園外２公園既設ネットフェンス改修工事 

・中央七丁目広場他２公園雨水浸透桝設置工事 

・引地台温水プール設備改修工事 

Ｈ２７年度 

・宮久保２号公園防球ネット設置工事 

・引地台温水プール屋根・天井等改修工事 

・ふれあいの森親水広場丸太木橋掛替工事 

・さくらの散歩道（内山）外１０公園の遊具の撤去及び新設 

・高木公園外５公園に時計を設置 

 

○ゆとりの森整備事業：みどり公園課 

◇ゆとりの森の整備を行いました。 

Ｈ２９年度  

Ｈ２８年度 ・南側エントランス、公園連絡橋の供用開始 

Ｈ２７年度 

・大規模多目的スポーツ広場、南側駐車場、軽スポーツ広場の 

供用開始 

・南側エントランス、公園連絡橋、スポーツハウスの整備開始 
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○街区公園等整備事業：みどり公園課 

◇次の公園を整備しました。 
 

Ｈ２９年度 ・ミニバス広場 ・緑の広場５０号 

Ｈ２８年度 ・渋谷５号公園 ・にこにこ公園 

Ｈ２７年度 ・ぼ～る遊びもできる公園 ・山王塚公園 

  



重点施策 3-3 文化芸術の振興 

芸術文化イベント 

の開催 

【取り組み内容】 

市内の音楽・演劇団体に日頃の活動成果を合同発表する場と相互交流の場を提供し

ます。また、文化祭やさくら文芸祭、プロの音楽イベント等を開催します。 

○文化芸術振興事業：文化振興課 

◇文化祭の開催 

・一般公募展（書・絵画・写真） 

・市民芸術祭 

・特別企画展  平成２７年度： 森山 京展 

         平成２６年度： 藤本忠生展 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

一般公募出品数 ２３４点 ２６２点 ３０３点 

来場者数 １，３９０人 ３，３５０人 ５，０８０人 

市民芸術祭 
参加団体数 １７団体 １３団体 １３団体 

来場者数 １，０００人 １，２８０人 ２，００４人 

◇さくら文芸祭の開催 

・一般公募展（短歌・俳句・川柳） 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

一般公募出品数 １５７点 １７５点 ２５４点 

来場者数 ７５２人 ８４３人 ９１６人 

・朗読ＬＩＶＥ     

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

来場者数 １２８人 ８６人 １７９人 

◇コミュニティ音楽館の開催 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

開催コミセン数 １５館 １５館 １５館 

来場者数 １，２８２人 １，３０５人 １，２１５人 

◇文化芸術事業の開催  

・まちかど落語 

 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 

開催回数 ４回 ４回 ―   

来場者数 ２５６人 ２０５人 ―   

・ＹＡＭＡＴＯダンスフェスティバル 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

参加団体数 ２０団体 １９団体 １８団体 

来場者数 ５３９人 ６７１人 ６７９人 

・大和タウン マンガ探訪記 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

来場者数 ８９５人 ―   ―   

・ＹＡＭＡＴＯ ＡＲＴ１００プロジェクトの実施 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

参加団体数 ６０団体 ５６団体 ６２団体 

来場者数 １１０，３９２人 １０７，３５９人 ５５，９４９人 
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文化芸術による 

魅力的な空間づくり 

【取り組み内容】 

これからの文化創造を牽引する若い世代の発表活動を支援するとともに、市民が日

常生活の中で文化芸術を感じ、楽しめる機会を提供します。 

○文化創造担い手育成事業：文化振興課 

◇「ＹＡＭＡＴＯイラストレーションデザインコンペ」入賞者を市のイベントの

ポスター等を制作するイラストレーターとして起用し、くらしの中で文化芸術

に触れる機会を提供しました。 

ポスター 

・福祉作文募集 

・夏のおもしろ科学館 

・給食展 

・ＹＡＭＡＴＯ ＡＲＴ１００ 

・やまと伝統文化フェスティバル 

・ＹＡＭＡＴＯ ダンスフェスティバル 

・ＹＡＭＡＴＯ アートバスツアー募集 

・やまとコミュニティ音楽館 

・大和市文化祭 

・大和市さくら文芸祭 

・救急フェア 

・やまと de紅白歌合戦 

・大和市街づくり賞 

・冬のおもしろ科学館 

チラシ 

・福祉作文募集 

・夏のおもしろ科学館 

・給食展 

・やまと伝統文化フェスティバル 

・やまとコミュニティ音楽館 

・大和市文化祭 

・大和市さくら文芸祭 

・特定検診 

・やまと de紅白歌合戦 

・大和市街づくり賞 

・火災予防 

・冬のおもしろ科学館 

パンフレット 
・ＹＡＭＡＴＯ ＡＲＴ１００ 

・やまと子ども伝統文化塾募集 

その他 

・ＹＡＭＡＴＯ ダンスフェスティバル募集要項 

・大和観光ガイドブック冊子 

・大和健康都市プログラム冊子 

・ヤマトン年賀状 
 

  



学校図書館の充実 

【取り組み内容】 

市内の全小中学校への学校司書の配置や、豊かな感性や情操、知性をはぐくむため

の学校図書館の蔵書整備など、学校図書館の機能を十分発揮できるよう、図書環境

の充実を図ります。 

○小学校図書館教育推進事業、中学校図書館教育推進事業：指導室 

◇小・中学校図書館蔵書数および蔵書率 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

小学校図書館蔵書数 

（蔵書率） 

２２２，５４５冊 

（１０４．７％） 

２１９，１３５冊 

（１０２．３％） 

２２４，１２０冊 

（１０４．７％） 

中学校図書館蔵書数 

（蔵書率） 

１２９，０３９冊 

（１０４．３％） 

１０２，２０８冊 

（１０２．４％） 

１３２，９３８冊 

（１０７．９％） 

 ※蔵書率：文部省は小中学校図書館の蔵書数の基準を、学級数に基づいて定めて 

います。この基準と比べて実際にある蔵書の数の割合が蔵書率です。 

◇学校図書館司書及び司書教諭の連絡会や研修会を継続的に実施していること 

で、学校図書館の機能が高まり、読書活動が充実しています。 

◇学習情報センターとしても使用頻度が増しています。 

◇調べ学習などに適した本を選書・購入し、学校図書館の活用を心がけていきま

す。 

◇平成２９年１月より小学５、６年の全通常級に読売ＫＯＤＯＭＯ新聞（週刊）、 

中学全通常学級に、読売中高生新聞（週刊）・朝日中高生新聞（週刊）を配架し、 

調べ学習の充実を図りました。また、平成３０年４月からは、特別支援学級に 

も配架しました。 
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重点施策４-1 救急救命体制の充実 

休日夜間急患診療所

の運営 

【取り組み内容】 

休日、夜間の内科・小児科の軽症救急患者に、大和市地域医療センター休日夜間急

患診療所で適切な一次救急医療を確保します。 

○休日夜間急患診療所運営事業：健康づくり推進課 

◇年間を通じ、休日・夜間における救急患者を受け入れました。 

（地域医療センターにおいて大和市医師会に運営を委託して実施） 

＜診療時間＞ 

月曜日～土曜日 午後８時～１１時 

日曜日、祝日、振替休日 
午前９時～正午、 

午後２時～５時、午後８時～１１時 

＜診療体制＞ 医師、看護師、薬剤師 各１～２名 

＜受入実績＞ 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

昼間診療人数 ５，７９４人 ５，８６７人 ５，９９２人 

夜間診療人数 ６，６０６人 ６，５６４人 ６，４１１人 

総 数 １２，４００人 １２，４３１人 １２，４０３人 

    

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

内科診療人数 ５，３３０人 ５，８２８人 ６，１９３人 

小児科診療人数 ７，０７０人 ６，６０３人 ６，２１０人 

総 数 １２，４００人 １２，４３１人 １２，４０３人 
 

重症救急患者の 

受入体制の確保 

【取り組み内容】 

休日、夜間の内科・小児科の入院を必要とする中等症・重症の救急患者に、病院群

輪番制病院で適切な二次救急医療を確保します。 

○夜間診療所運営支援事業：健康づくり推進課 

◇市内の５医療機関に運営費の一部を助成し、内科・小児科の適切な二次救急医

療を確保しました。 

(平成２９年度より、市立病院が夜間・休日の小児二次救急患者の受け入れを

開始することに伴い、小児科への助成は平成２８年度で終了しました。) 

＜診療時間＞ 

月曜日～金曜日 午後５時～翌日午前８時 

土曜日 午後１時～翌日午前８時 

日曜日、祝日、年末年始 午前８時～翌日午前８時 

＜受入実績＞  

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

内科診療人数 １０，４５５人 ９，５６８人 ８，７６３人 

小児科診療人数 ２，７８９人 ２，５１６人 ２，３７６人 

その他 ９，４９７人 ８，６９８人 ８，２６４人 

総 数 ２２，７４１人 ２０，７８２人 １９，４０３人 
 

  



小児救急 

パンフレットの発行 

【取り組み内容】 

子どもの急な発熱やけが等に対し、家庭で迅速、適切に対応するための情報を提供

して保護者の不安を解消します。 

○休日夜間急患診療所運営事業：健康づくり推進課 

◇子どもを持つ保護者を対象とした小児救急パンフレット（保存版）を、担当課

窓口等で配布しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

配布数 ２，３５３部 ２，１４６部 ２，０９０部 
 

ＡＥＤの整備 

【取り組み内容】 

公共施設や２４時間営業のコンビニエンスストアにＡＥＤ（自動体外式除細動器）

を設置するほか、事業所が自主設置したＡＥＤを市民が使用できる「やまとＡＥＤ

救急ステーション」制度により、いつでも、どこでも、誰でも、ＡＥＤを活用して

早期に応急手当を行える環境を整備します。 

○応急手当普及啓発事業、救護活動用機材整備事業：救急救命課 

◇次の場所にＡＥＤを設置・積載しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

コンビニエンスストア ７社１０１店舗 ６社１０４店舗 ６社１０５店舗 

大規模共同住宅※ ― １８か所 １０か所 

緊急車両等 ― １７台 ― 

※市内どこにいても、概ね３分以内でＡＥＤにアクセスできる環境を整備しました

が、一部に設置密度が低い地域があるため、その地域にある大規模共同住宅に設置

しました。 

◇「やまとＡＥＤ救急ステーション」として事業所を認定しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

延べ認定事業所 １０１か所 １１０か所 １２３か所 

◇ＡＥＤの設置場所や使い方について、多くの市民に周知を図りました。 

Ｈ２９

年度 

・ＡＥＤの正しい使用方法と設置場所を広く周知し、救命率の向上を図

ることを目的として、毎月第一土曜日に「ＡＥＤの日」を開催するとと

もに、各種イベントや救命講習会を通じて、市民への普及啓発を図りま

した。 

Ｈ２８

年度 

・ＡＥＤの設置場所や使い方について、市のホームページに掲載すると

ともに、各種イベントや講習会で、多くの市民に広報しました。 

・ＡＥＤの設置場所の増加に伴い「ＡＥＤマップ」を更新しました。 

Ｈ２７

年度 

・新たに「ＡＥＤの日」として、スポーツセンターや商業施設等で、Ａ

ＥＤ設置場所の案内や応急手当講習会を開催しました。 

・駅頭でＡＥＤに関するチラシを配布しました。 
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救急隊員の 

知識・技術の向上 

【取り組み内容】 

救急救命士を含む救急隊員に各種研修を受講させるとともに、教育セミナー等に

派遣し、救急救命処置の知識・技術を高め、救命率の向上を図ります。 

○メディカルコントロール推進事業：救急救命課 

 ◇平成２５年度の救急救命士法の一部改正により、救急救命士の処置範囲が拡大 

(以下、「拡大２行為」という。)されたため、当該資格を取得させ、心肺機能

停止前の重度傷病者に対する静脈路確保、輸液、血糖測定や、低血糖発作発症

時のブドウ糖溶液の投与を実施しました。 

◇拡大２行為の資格取得に加え、これまでの、心肺停止傷病者にビデオ喉頭鏡を

使用した気管へのチューブの挿入や薬剤（アドレナリン）の投与についても、

必要な資格を取得しました。 

◇国の指針に基づき、指導的な立場の救急救命士（以下「指導救命士」という。）

として４名を申請し認定されました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

救急救命士 ３８人 ３８人 ３９人 

指導救命士養成研

修受講者 
４人(３人増) ４人   ４人（０人） 

気管挿管資格者 ３５人(１人増) ３６人(１人増) ３８人(２人増) 

ビデオ喉頭鏡 

気管挿管資格者 
１３人(６人増) １９人(６人増) ２５人(６人増) 

薬剤投与認定者 ３３人(２人増) ３５人(２人増) ３６人(１人増) 

拡大２行為資格者 ２５人(６人増) ３１人(６人増) ３３人(３人増) 

◇救急隊員等の教育研修及び救急救命士の生涯研修を実施しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

教育研修 ２３０人 １３７人 １５６人 

生涯研修 ９人  １３人  １８人 

◇高度救命処置訓練用人形を使用し、救急隊員が行う救命処置の訓練を実施 

しました。 

◇救急隊員としての資質の向上を目的として、救急業務に携わるすべての救急 

隊員が、医療機関で実習ができる体制を確立しました。 

救急医療情報キット

の配布 

【取り組み内容】 

いざというときに適切な医療行為を受けられるように、医療情報等記入票入りの 

プラスチックの容器（救急医療情報キット）を配布します。 

○救急医療情報活用事業：健康づくり推進課 

◇担当課、各学習センター、市内５薬局において配布を行いました。 

◇救急活動時に活用しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

配布数 １，２２０本 ９５６本 ８８６本 

救急活動時の活用件数 ４件 ５件 ３件 

※累積配布数       本 

２４時間健康相談の 

実施 

【取り組み内容】 

健康等に関する不安の解消や市民の健康の維持増進を図るため、保健師などの専門

職が２４時間体制で相談に応じます。 

○健康相談・教育事業：健康づくり推進課 

◇専門職による２４時間電話相談を、委託により実施しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

相談件数 ５１，２６２件 ６６，０１２件 ６２，７２３件 
 

 

 



重点施策４-２ 健康診査、少子化対策の充実 

がん対策 

【取り組み内容】 

健康診査や各種がん検診を実施し、市民の生活習慣病の早期発見・早期治療に 

努めます。 

○健康診査事業：健康づくり推進課 

◇集団検診において、乳がんマンモグラフィ検診を実施しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

実施回数 ３８回 ３４回 ６２，７２３件 

受診者数 ２，２３８人 １，９８４人 ６２，７２３件 

◇各種がん検診を実施しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

集団検診場所 ５会場 ５会場 ４会場 

検診医療機関 ７４施設 ７６施設 ７２施設 

肺がん受診者数 １３，１５０人 １３，９１４人 １３，９４６人 

胃がん受診者数 １３，９７１人 １４，７２３人 １４，９５８人 

大腸がん受診者数 １５，７９４人 １５，４８８人 １４，９６８人 

乳がん受診者数 １１，２３２人 １２，４０５人 １１，５５５人 

子宮がん受診者数 １０，９３５人 １１，６５１人 １１，０４８人 

受診者総数 ６５，０８２人 ６８，１８１人 ６６，４７５人 
 

メタボリック 

シンドローム対策 

【取り組み内容】 

メタボリックシンドロームを判定する健康診査を実施します。メタボリックシンド

ローム該当者等に、医師、保健師、管理栄養士が階層化されたレベルに応じた保健指

導を行います。 

○特定健康診査事業、特定保健指導事業：保険年金課 

◇４０歳から７４歳までの国民健康保険加入者を対象に特定健診を実施しまし 

た。 

 Ｈ２７年度 

（確定値） 

Ｈ２８年度 

（確定値） 

Ｈ２９年度 

（速報値） 

対象者数 ４０，５８９人 ３８，０８８人 ３６，０６６人 

受診率 ３４．８％ ３４．７％ ３４．０％ 

◇後期高齢者医療制度加入者を対象に長寿健診を実施しました。 

 Ｈ２７年度 

（確定値） 

Ｈ２８年度 

（確定値） 

Ｈ２９年度 

（確定値） 

対象者数 ２１，６３０人 ２３，２５６人 ２４，７４９人 

受診率 ４４．４％ ４４．１％ ４４．２％ 

◇市内１０医療機関に委託し、特定保健指導を実施しました。 
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感染症の予防と対策 

【取り組み内容】 

新型インフルエンザ対策行動計画と業務対応マニュアルを作成し、不測の事態に備

えています。また、１６歳以上で健康診断を受ける機会のない方を対象とした結核

検診を行います。 

○感染症予防事業：健康づくり推進課 

◇１６歳以上で健康診断を受ける機会のない方を対象に、市内５会場で結核検診 

を実施しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

実施回数 ４９回 ５１回 ４０回 

受診者数 ６１８人 ６０３人 ５７９人 
 

女性の健康診査 

【取り組み内容】 

女性健康診査、健診受診後の相談及び医師による講演会や保健師・管理栄養士に 

よる健康相談・教育を実施し、一人ひとりの健康づくりに役立ててもらうとともに、

疾病の早期発見を行います。 

○女性の健康診査事業：健康づくり推進課 

◇１８歳～３９歳の女性を対象に健康診査を実施しました。また、健診当日に個

別相談を実施しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

実施回数 ８回 １０回 １０回 

受診者数 ５７０人 ６１２人 ６３９人 

個別相談 ５６６人 ６０７人 ６２９人 

保育実施回数 ６回 ８回 ８回 

 

Ｈ２９年度 

・健診結果データから大和市の若い世代の女性が抱える健康

課題を明らかにしました。また、受診者のライフスタイルに

合わせた課題解決方法を提案し、健康づくりに対する意識を

高められるよう支援しました。 

・前年度の受診者へ受診勧奨通知を送付した結果、年度上半期

に申し込み件数が増加しました。 

Ｈ２８年度 

・実施回数を８回から１０回に増やし、より多くの方に受診し

ていただけるようにしました。 

・年度末には、次年度も対象年齢である受診者に対し、継続受

診を促すよう次年度の日程を記載した勧奨通知をお送りし

ました。 

Ｈ２７年度 

・保育実施の日程を増やし、渋谷学習センターでの実施など市

民の利便性を考え、更に受診しやすい環境を整えました。 

・平成２７年度より、講演会による健康教育ではなく、健診日

当日に個別の面談による保健指導を実施する形としました。 
 

  



少子化対策の充実 

【取り組み内容】 

妊婦健康診査に係る費用の一部を助成し、定期的に受診を勧めることで、妊娠中の

健康管理ができるようにします。また、不妊症、不育症治療費を助成し、子どもの

誕生を願う夫婦に対する支援を行います。さらに、第３子以降の出産費用を助成し

ます。 

○妊婦健康診査事業：すくすく子育て課 

◇妊婦健康診査の助成を実施しました。 

（※平成２７年度から妊婦歯科健康診査を新たに開始） 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

延べ件数 ２５，５０１件 ２４，６１７件 ２４,２８７件 

妊娠届出数 ２，２２１件 ２，１５５件 ２，１０１件 

妊婦歯科健康診査 ６４５件 ５２７件 ５７２件 

○不妊治療費助成事業、不育症治療費助成事業：すくすく子育て課 

◇不妊・不育症治療費助成を実施しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

一般不妊治療 １４８件 １２２件 １２８件 

特定不妊治療 ３０２件 ２０９件 ２１８件 

不育症治療  １０件 ２件 ９件 

○出産費助成事業：すくすく子育て課 

◇出産費用助成事業を実施しました。（平成２６年１０月開始） 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

出産費用助成 １４５件     １２９件 １４１件 
 

子育てへの支援（１） 

子育て相談 

【取り組み内容】 

子育て支援センターでの子育て相談や子育てサロンなどの実施、おおむね生後４か

月までの乳児のいる家庭を全戸訪問することなどにより、子育て家庭への必要な支

援を行います。また、低体重児とその保護者の健康管理を行うとともに、成長段階

にあった情報提供や育児支援を行います。 

○子育て支援センター運営事業：こども総務課 

◇子育て支援センター（大和市まごころ地域福祉センター２階）において、以下

の事業を実施しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

子育て相談 ３，４３４件 ３,７０６件 ２,３７６件 

子育てサロン利用者

数 
２２，９９２人 ２３，８５６人 １７,６１１人 

○妊産婦・新生児等訪問事業、低体重児育児支援事業：すくすく子育て課 

◇おおむね生後４か月までの乳児がいる家庭の全戸訪問を実施しました。また、

妊産婦や乳幼児への継続支援のため、保健師、管理栄養士等の専門職が家庭訪

問を実施しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

乳児全戸訪問件数 ２，１９８件 ２，０３０件 １，９９９件 

妊産婦・乳幼児 

訪問指導延べ人数 

５，８６０人 ５，７２８人 ５，４９７人 
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子育てへの支援（２） 

中学生までの 

小児医療費助成 

【取り組み内容】 

子どもが医療機関で通院・入院した際に支払う保険適用分医療費の自己負担分を 

中学校卒業まで助成します。 

○小児医療費助成事業：こども総務課 

◇中学校卒業までの通院、入院を対象として、助成を行いました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

助成件数 ３９３，７９８ 件 ４０４，３０５ 件 ４０１，１８１ 件 

助成金額 ７１４，３６２千円 ７０７，７３７千円 ７０１，５８６千円 
 

子育てへの支援（３） 

第３子以降の 

学校給食費助成 

【取り組み内容】 

子育て世帯の経済負担を軽減するため、第３子以降の学校給食費を全額助成 

します。 

○学校給食費助成事業：保健給食課 

◇第３子以降の児童・生徒に係る学校給食費を助成し、保護者の経済的負担の 

軽減を図りました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

助成件数 １９８件 １９８件 ２３９件 
 

  



きめ細かい 

保育・子育て 

サービスの実施 

 

【取り組み内容】 

保育・子育てに関する保護者の希望を丁寧に把握、分析し、ニーズに沿ったサービ

スを提供します。 

○ファミリーサポートセンター事業：すくすく子育て課 

◇子育て家庭の会員組織であるファミリーサポートセンターにおいて、子ども

の預かりや送り迎えのサービスを行いました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

会員数 １，２８０人 １，５１７人 １,７５２人 

利用件数 ９，５１６件 １１，３９１件 １１,３５６件 

・平成２７年度から病児お迎えサービスを開始しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

病児・病後児の預かり ４７件 ９８件 ４６件 

病児・病後児の送迎 １３５件 １８９件 １３９件 

 

○親子 de健康診査事業：健康づくり推進課 

 ◇１歳６か月児歯科健康診査と同日に、母親及び父親の問診、医師の診察、血液

検査を行います。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

回数 ２４回 ２４回 ２４回 

受診者数 １０５６人 １０１４人 ９８６人 

・検診結果から保健指導や精密検査の必要があると認められた人に、保健師や管

理栄養士による保健指導や受診勧奨を行います。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

実施者数 ４２回 ６４回 ６５回 

 

○民間保育所建設・増設支援事業：ほいく課 

◇民間保育所や小規模保育事業などによる多様な保育施設の整備を集中的に進

め、平成２５年度からの５年間で入所定員が２，１１３人拡大しました。その

結果、平成３０年度４月１日時点で厚生労働省の定義による待機児童数が３年

連続でゼロとなりました。 

 Ｈ２８年 4月 1日 Ｈ２９年 4月 1日 Ｈ３０年 4月 1日 

施設数 ４５施設 ５４施設 ６０施設 

定員数 ３，１０９人 ３，４５５人 ３，８１３人 

待機児童数 ０人 ０人 ０人 

※各年度４月１日時点 

○放課後児童クラブ事業：こども・青少年課 

◇放課後に留守家庭等の児童を預かり、安全な生活の場を提供しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

公営児童クラブ １，１０２人 １，２１４人 １，２３３人 

民営児童クラブ ２７０人 ２９７人 ３０４人 

※各年度５月１日時点 

○放課後子ども教室管理運営事業など：こども・青少年課 

◇地域の方々からなる安全管理員等が企画した様々な遊びや交流活動等を、放

課後の余裕教室や校庭等で実施しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

実施校 １９校 １９校 １９校 

延べ開催日数 １，６３６日 １，７０２日 １，８１８日 
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重点施策４-３ 安心して支え合いながら暮らせる地域づくり 

児童・生徒の安全対策 

（１）ＰＳメール 

【取り組み内容】 

ＰＳメールの利用登録をした保護者へメール配信を行い、迅速な情報伝達によって

児童・生徒の安全を守ります。 

○児童生徒安全対策事業：指導室 

◇ＰＳメール登録 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

登録者数 １８，７３１人 １５,４６９人 １６,６２８人 

登録世帯数 １２，６６３世帯 １２,７３０世帯 １２,８７４世帯 

小中学校全世帯割合 ８８％ ８９％ ９０％ 

◇配信内容 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

不審者情報 １８８件 ９１件 １５３件 

登下校関係 １２９件 ５３件 ２０３件 

学校行事 １５４件 １９４件 １７６件 

その他※ ２４６件 ３７６件 ３０７件 

※その他：インフルエンザによる学年閉鎖の連絡やＰＴＡに関する行事の

連絡及び指導室よりイングリッシュディや読書フェスティバルに関す

る内容等を配信しました。 

児童・生徒の安全対策 

(２)自転車保険付き 

自転車運転免許証 

【取り組み内容】 

市立小学校５・６年生及び市立中学生を対象に、自転車利用者が加害者となる事故

の際、最大１億円まで支払われる損害賠償保障がついた免許証を交付します。 

○交通安全啓発事業：道路安全対策課 

◇免許証交付者数（自転車保険加入者数） 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

人 数 ― ３，５９２人 ７，５７２人 

※平成２８年度の新規事業です。 

  



防犯カメラの整備 

【取り組み内容】 

安全安心なまちづくりの一環として、必要な場所に街頭防犯カメラを設置し、犯罪

発生の抑止と市民等の体感治安の向上を図ります。 

○街頭防犯カメラ整備事業：生活あんしん課 

◇市内に以下の防犯カメラを設置しています（平成３０年４月１日現在） 

 設置台数 設置箇所 

通学路 １５６台 ６４か所 

公園・広場 １１６台 ４５か所 

警察要望箇所 ２１１台 ８３か所 

合 計 ５４７台 ２２２か所 

通学路 １５６台 ６４か所 

◇各年度に設置した台数と箇所は以下のとおりです。 

 

Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

台数 設置箇所 台数 
設置箇

所 

台数 設置箇所 

駅周辺 ― ― 8台 3か所 ― ― 

通学路 ― ― ― ― ― ― 

公園・広場 6台 3か所 13台 5か所 23台 10か所 

警察要望箇所 19台 7か所 40台 17か所 34台 15か所 

合 計 25台 10か所 61台 25か所 57台 25か所 
 

地域防犯活動の推進 

【取り組み内容】 

警察、防犯関係団体などと連携し防犯パトロールなどの啓発活動を行うとともに、

防犯情報を広く市民に周知し、自主防犯意識の高揚と犯罪防止に努めます。また、

「客引き行為、つきまとい行為等の防止に関する条例」に基づき、大和駅周辺を安

全安心指導員が巡回し生活環境の改善に努めます。 

○地域防犯活動推進事業：生活あんしん課 

◇市民を対象とした防犯教室等を開催しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

実施回数 ３１回 ３４回 ３２回 

参加人数 １，７８７人 １，８３２人 １，９５２人 

                 （シルバー講話分を含みます） 

◇様々な広報手段を用いて防犯啓発情報を発信しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

広報やまと １０回 ９回 ７回 

やまとニュース ― ― ― 

ＰＳメールの配信 ３５回 ４３回 ８３回 

ＦＭやまと出演 ４回 ３回 ４回 

ＦＭやまとＣＭ放送 ４回 ４回 ４回 

◇警察・関係各団体と協力した各種防犯キャンペーンを実施しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

実施回数 ２２回 ２８回 ２０回 

◇安全安心指導員による大和駅前の巡回パトロールを実施しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

実施回数 ２４３日 ２４１日 ２４４日 

※主な巡回時間 １６：３０～２３：００ 
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災害時における 

必要な物資の確保 

【取り組み内容】 

災害時において市民生活に必要な物資を確保するため、防災備蓄倉庫に災害用非常

食、携帯トイレ、災害対策用資機材を備蓄します。 

○防災備蓄品等整備事業：危機管理課 

◇災害時において必要となる非常食・消耗品を整備しました。主な備蓄品の総量

は以下の通りです。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

パンの缶詰 ３０，２００個 ５０，７４８個 ５１，３４９個 

アルファ化米 ５０，３５０食 ４２，１５０個 １６，０００個 

おかゆ ２８，７５０食 ５９，４５０個 ８６，８５０個 

粉ミルク １，７７６袋 ２，４９６袋 ２，４９６袋 

保存水 ６，９００㍑ ７，１１６㍑ ７，１１４㍑ 

携帯トイレ １５５，３００個 １５３，４００個 １５６，６００個 

大人用紙おむつ ４，２６６枚 ４，２６６枚 ４，２６６枚 

子ども用紙おむつ １２，４６４枚 １２，４６４枚 １２，４６４枚 

生理用ナプキン １４，２８０枚 １４，２８０枚 １４，２８０枚 

女性用衛生用品

（ﾊﾟﾝﾃｨﾗｲﾅｰ） 

 ３，７４４枚 ３，７４４枚 

※都心南部直下地震に対して想定している非常食料の備蓄率：８５％ 

（平成２９年２月に想定地震を変更したことに伴い、必要数が増加したこと 

から、平成２８年度からの５か年で整備します。） 

  想定避難者数の３食３日分を備蓄しています。 

※備蓄食料のうち、アルファ化米の一部及びおかゆはアレルゲンフリーとなり 

ます。 

※平成２８年熊本地震の教訓から、エコノミークラス症候群対策として少人数 

用の防災テントを、女性用衛生用品の追加分としておりものシートを整備 

しました。 

 

  



災害発生時の 

初期消火能力の充実 

【取り組み内容】 

大規模災害時等に、火災が同時に多発した場合に備えて、自主防災組織等が速やか

に初期消火及び延焼防止活動ができるようスタンドパイプ消火資機材を整備し、 

防災環境を整えます。 

○初期消火用資機材整備事業：消防署管理課 

◇地域防災訓練において自主防災組織が、訓練を実施しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

実施した 

自主防災組織の数 
１０９ １１３ １１７ 

◇１４７の自主防災組織に以下の台数を追加配付しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

追加配布数 ４６台 ２０台 １０台 

◇駅、コンビニエンスストア、福祉施設、住宅密集地域内にある公園にスタンド

パイプ消火資機材の設置を 

進めました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

駅 ３台 ― ― 

コンビニエンスストア ２４台 ２台 ３台 

コミュニティセンター ２０台 ― 台 

福祉施設  ― １０台 ２台 

公園 ― ― ３０台 

◇プール又は防火水槽が設置されている公立小中学校１３校に、可搬式消防 

ポンプを設置しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

公立小中学校 ― １３台 １３台 
 

地域での 

介護予防支援 

【取り組み内容】 

地域包括支援センターを設置し、加齢により心身に不安を抱える市民に対する総合

的な相談を実施することなどにより、心身の健康維持や介護予防の推進などのため

に必要な支援を行います。介護予防や認知症に対する正しい知識の普及や、地域に

おける介護予防に資する活動を行う介護予防サポーター養成講座を実施します。 

○包括的支援事業、一般介護予防事業：高齢福祉課 

◇地域包括支援センターにおいて、介護等に関する相談や訪問、介護予防サポー

ター養成講座を実施しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

相談件数 ５１，６６１件 ５０，４１３件 ５８，０５１件 

訪問件数 １２，２３７件 １２，１５６件 １３，６２４件 

講座受講者数 １６６人 １３９人 １７０人 
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認知症施策の充実 

【取り組み内容】 

認知症相談・介護者交流会、認知症カフェ運営費補助事業、はいかい高齢者等位置確

認支援事業、はいかい高齢者個人賠償責任保険事業、タブレット端末を活用した認知

機能検査などを開始し、認知症施策の充実を図りました。 

○はいかい高齢者個人賠償責任保険事業：高齢福祉課  

 ◇はいかいをする高齢者等が日常生活で法律上の損害賠償責任を負った場合に補

償が受けられる保険に市が契約者となり加入する事業を開始しました。 

○包括的支援事業：高齢福祉課  

＜平成２９年度＞ 

◇初期集中支援チームの周知により相談件数が増加、支援を行いました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

相談件数 ４件 １１件 １０件 

◇やまとカフェ（認知症カフェ）の開催回数を増やしました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

開催回数 １回 ４回 ８回 

◇各地域包括支援センターにて認知症カフェを開催しました。 

◇認知症ケアパスを自治会や医療機関等を通じて市民に配布しました。 

◇市内４団体に認知症カフェ運営に関する補助金を交付しました。 

○一般介護予防事業：高齢福祉課                                              

 ◇認知機能低下の早期発見のため、タブレット端末を活用した認知機能検査を開始

しました。  

○地域支援任意事業：高齢福祉課 

◇認知症高齢者等が行方不明になった早期発見、保護をするため、小型 GPS 端末の

貸与と端末を収納する靴の提供を開始しました。 

◇認知症の人を介護するご家族が心身のストレスを軽減や介護と向き合うため方

法などについて臨床心理士の個別相談、交流会を実施します。 

○地域支援任意事業：高齢福祉課 

◇認知症サポーター養成講座の講師役である認知症キャラバン・メイトを養成する

研修を実施しました。 

◇はいかい高齢者等ＳＯＳネットワークの登録者に、登録番号が記載された反射シ

ールや登録番号が読み取れる早期発見コードシールを配布しました。 

地域の 

居場所・相談所 

「ぷらっと」 

【取り組み内容】 

地域住民の相談所･居場所｢ぷらっと｣を開設します。地域の方が気軽に時間を過ごし、 

高年齢者をはじめとする多様な世代の交流の場や、日常生活について相談する窓口と

なります。 

○地域の相談所･居場所運営事業：高齢福祉課 

◇「ぷらっと中央林間」及び「ぷらっと高座渋谷｣を運営しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

ぷらっと中央林間の 

来場者数 
７，５０６人 ７，３０８人 ６，４３８人 

ぷらっと高座渋谷の 

来場者数 
― ２，９８７人 ４，３５１人 

 

  



重点施策４-４ メンタルケアの充実 

自殺対策 

【取り組み内容】 

市民一人ひとりが心を悩ませている人に早期に気づいてサポートできるように、こころ 

サポーターを養成します。また自殺防止普及啓発事業を実施し、自殺予防に努めます。 

○自殺対策事業：障がい福祉課 

◇やまと自殺対策講演会を開催しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

参加者数 ４５人 ２０４人 人 

※平成２８年度は県との共催により大和市保健福祉センターで開催しました。 

◇自殺予防のための相談専用電話である「大和市民自殺防止相談電話」を実施しま 

した。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

相談件数 ７７件 ３２件 件 

◇こころサポーターの養成講座を開催しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

参加者数 ７７人 ４９人 人 

◇自殺防止普及啓発事業等を実施しました。 

◇自殺対策強化月間における街頭キャンペーンを実施しました。 

◇成人式においてメンタルヘルス普及啓発リーフレットを配布しました。 

青少年の 

健全育成 

【取り組み内容】 

青少年自身の悩み、青少年が起こす問題行動に悩む保護者などからの相談を受け、その問

題解決を援助します。 

○青少年相談・街頭補導事業：青少年相談室 

◇カウンセリング等による心理的なケアを行ないました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

電話相談 ２２２件 ２０３件 １７２件 

来室相談 ３８０件 ３４９件 ３４８件 

継続相談 ３１５件 ５１９件 ５９２件 

◇青少年の非行防止のため、街頭補導を行いました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

実施回数 ３００回 ２９９回 ２９４回 

のべ従事者数 １，０１３人 １,０５２人 １，００７人 

◇社会環境の浄化に努めました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

有害看板撤去活動 ３回 ３回 ３回 

社会環境実態調査 ２８店 ２５店 １９店 
 

地域防犯活動の

推進 

【取り組み内容】 

安全安心なまちづくりを目的に、市民の皆さんが散歩やジョギングなどの健康づくりをし

ながら地域の見守り活動（パトロール）を行います。パトロール中に、安全・安心に関す

る事案を発見した場合は、必要に応じて市や警察に情報提供を行います。 

○安全安心サポーター活動事業：生活あんしん課 

◇市民を対象にサポーター登録制度を開始しました。（11月より登録開始） 

 Ｈ２９年度（H30.3.31 現在） 

登録者数数 ２０７人 
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重点施策５-1 健康の意識啓発 

健康イベントの開催 

【取り組み内容】 

健康の意識啓発を図るために、健康教室や健康イベントを行います。 

○健康都市推進事業：政策総務課 

◇「健康都市やまとフェア」を開催し、「自分の健康状態を知ること」「体を動

かす習慣をつけること」を中心に、市民の健康意識の向上や健康増進に寄与

することを目的とした様々なイベントを実施しました。平成２９年度は、会

場を保健福祉センターからシリウスに移し規模を拡大して開催しています。 

＜主なイベントの参加者＞ 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

フェア参加者数（延べ） 約５００人 １，７１９人 ２，４４１人 

市内歴史自然ウォーク ７２人 

（２回） 

８３人 

（３回） 

６７人 

（２回） 

 

○保健衛生普及事業：保険年金課 

◇健康意識向上のため健康教室を実施しました。 

 健康教室名 
実施 

回数 

参加 

人数 

Ｈ２９年度 

姿勢も改善！シェイプアップヨガ ２回 ３８人 

脱ロコモ！毎日続ける簡単エクササイズ ２回 ３６人 

下半身スッキリ・むくみ解消陰ヨガ ２回 ４５人 

Ｈ２８年度 

ストレス発散 

★リズムに合わせて簡単エクササイズ 
２回 ２５人 

自宅で実践！！ピラティスで筋力アップ ２回 ３１人 

心も体もすっきり♪リラックスヨガ ２回 ２７人 

Ｈ２７年度 

腰、肩、膝☆パーツ別エクササイズ ２回 ３０人 

自宅で実践！！ヨガで筋力アップ ２回 ３６人 

一日の疲れをリフレッシュ♪快眠ヨガ ２回 ３４人 
 

 



健康都市の推進 

【取り組み内容】 

健康都市連合加盟市と連携をとり、健康都市の取り組みを調査研究し、効果的な 

施策展開を図ります。また、健康都市シンボルマークの使用や各種イベントでシンボ

ルマーク旗・のぼり旗を使用し、健康都市をＰＲします。 

○健康都市推進事業：政策総務課 

◇健康都市連合の国際大会（隔年開催）において、大和市や日本の健康都市の取り

組みについて報告や発表を行っています。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

国際大会開催地 － 韓国 原州市 － 

◇平成２４年から平成２８年の４年間、健康都市連合日本支部の代表として理事

を務めました。理事会会議に出席し、健康都市連合の運営に携わりました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

理事会会議 

開催地 

フィリピン  

マリキナ市 

韓国  

原州市 
－ 

◇健康都市連合日本支部総会・大会に出席し、健康都市連合理事としての活動報

告や日本支部会員の自治体・団体等との情報交換等を行いました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

日本支部大会 

開催地 

愛媛県 

八幡浜市 

千葉県 

流山市 

北海道 

網走市 

◇健康都市のＰＲのため、封筒・チラシ・名刺・のぼり旗等において健康都市シン

ボルマークを使用しました。また、各種イベントでシンボルマークの幟を活用し

ました。 

・健康都市シンボルマーク使用件数 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

使用件数 ２９件 ２９件 １６件 
 

地域での健康相談・ 

健康教育の実施 

【取り組み内容】 

健康診査後の事後指導及び生活習慣予防のための保健師や栄養士等による相談・ 

教育・訪問指導を行います。 

○健康相談・教育事業：健康づくり推進課 

◇以下の相談・教育・訪問指導を行いました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

健康相談 ６，５５８人 ６，９６４人 ９，３６７人 

健康教育 
実施回数 ２９５回 ３１４回 ３８６回 

参加者数 １１，９５９人 １３，７７２人 １５，１８８人 

訪問指導 
(実数) ９６１人 １，１９６人 １，３３９人 

(延べ数) １，３７４人 １，６９７人 ２，３４８人 
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ヤマトン 

健康ポイント 

【取り組み内容】 

自主的な健康づくりに取り組むきっかけをつくるとともに、習慣化されるよう支援

することを目的にヤマトン健康ポイントを実施しています。健診等の受診や健康に

係る教室、講演、イベント等への参加によりポイントが貯まり、貯まったポイント

で景品の抽選に応募できます。 

○大和市健康ポイント事業：健康づくり推進課 

◇平成２９年１月からヤマトン健康ポイントを開始しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

応募枚数 ― ５０６枚 ２，１３６枚 
 

健康普及員の支援 

【取り組み内容】 

地域で健康づくりのリーダーとして活動する健康普及員を支援し、健康・体力づく

りを推進します。 

○健康づくり普及啓発事業：健康づくり推進課 

◇地域の健康づくりのリーダーである健康普及員が行う事業への支援や人材育

成を行いました。 

・地区活動 

・健康講座（体操教室・料理教室・ウォーキング・測定・健康講座・健康普及員

ＯＢ会月例ウォーキング） 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

講座回数 ５０回  ５３回 ４７ 回 

参加者数 １，２００人 １，６３１人 １３６６人 

・その他（大和市民まつり・ふれあい広場等） 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

実施回数 ２３回 ３７回 ７８回 

参加者数 ３，８４１人 ５，０１５人 ５０７８人 

・育成講座 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

講座回数 ５回 ４回 ５回 

参加者数 ２１１人 ２０９人 ２３７人 

・会議（総会・理事会・編集委員会・定例会・各種事業の会議等） 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

会議回数 ７５回 ８５回 ８３回 

参加者数 ５６２人 ７２４人 ６１９人 
 

  



手洗い・うがいの 

普及啓発 

【取り組み内容】 

インフルエンザなどの感染症予防の基本である「手洗い」、「うがい」などの習慣を

定着するために、普及啓発を行います。  

○感染症予防事業など：健康づくり推進課 

◇県内でインフルエンザ警報が発令された際、ポスターやホームページ、 

やまとＰＳメールで注意喚起を行い、市内施設に消毒薬を設置しました。 

◇食中毒や感染症が流行する季節に、「手洗い」「うがい」「消毒」など、予防の

方法について普及啓発を行いました。 

予防接種情報の発信 

【取り組み内容】 

子どもの予防接種スケジュールをわかりやすくするため、携帯電話にスケジュール

を連絡する予防接種情報サービス「らくらく予防接種｣を実施します。 

○予防接種事業：健康づくり推進課 

◇予防接種について、広報やまとや回覧、ＰＲボード、ホームページ、予防接種

情報提供サービス「らくらく予防接種」等を活用し情報提供を行いました。ま

た医療機関や保育施設等の協力を得て周知するとともに、対象者には個別通

知を行いました。 

◇「らくらく予防接種」により、予防接種スケジュール、乳幼児健診、協力医療

機関や流行疾患など最新の情報提供を行いました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

登録者数 ８，３６４人 ９，９６８人 １１，５５１人 
 

歯の健康づくり 

【取り組み内容】 

歯の健康を維持する習慣をつけてもらうために、定期的な歯の健康診査で、正しい

歯磨きの指導などを行います。 

〇１歳６ヶ月児健康診査事業：すくすく子育て課 

◇１歳６か月児歯科健康診査を月に２回実施しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

対象者数 ２，０６４人 ２，１０５人 ２，０６０人 

受診者数 １，８８４人 １，８９５人 １，８５１人 

受診率 ９１．３％ ９０％ ８９．９％ 

○３歳６ヶ月児健康診査事業：すくすく子育て課 

◇３歳６か月児健康診査（内科健診と同時実施）を月２回実施しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

対象者数 ２，０４７人 ２，０８７人 ２０１５人 

受診者数 １，９０８人 １，９８０人 １９２６人 

受診率 ９３．２％ ９４．９％ ９５．６％ 

 

○成人歯科健康診査事業：健康づくり推進課 

◇成人歯科健診を実施しました（対象：４０、５０、６０、７０歳の住民） 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

実施機関 ７８か所 ９６か所 ９８か所 

受診者数 ９８５人 １，０７０人 ９８７人 

◇健診対象者に送付する受診券に受診を勧めるチラシを同封し、受診者増加に 

努めました。 

◇１０月に未受診者に対し、受診再勧奨通知はがきを発送し、受診者数増加に 

努めました。 
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地域スポーツ

の振興 

【取り組み内容】 

女子サッカーを「健康都市やまと」のシンボルとし、地域スポーツの振興を図るため、各種

スポーツ団体と連携を深めるとともに、女子サッカー関連イベントや総合型地域スポーツ

クラブの設立を推進します。 

○地域スポーツ推進事業：スポーツ課 

◇市立小中学校にて「夢の教室」を実施しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

対象学年等 
市立小学校５年生 ５８クラス ５５クラス ５９クラス 

市立中学校２年生 ５０クラス ５０クラス ５０クラス 

対象者数 ３，６７２人 ３，６７２人 ３，７５０人 

 

 

 

 

 

◇スポーツ観戦の機会を設定しました。 

 内容 参加(来場)者数 

Ｈ２９年度 

・プロ野球イースタンリーグ公式戦 

「横浜ＤｅＮＡベイスターズ－東京ヤクルトス

ワローズ」戦 

２，５９７人 

Ｈ２８年度 

・プロ野球イースタンリーグ公式戦 

「横浜ＤｅＮＡベイスターズ－東京ヤクルトス

ワローズ」戦 

１，５０３人 

Ｈ２７年度 

・プロ野球イースタンリーグ公式戦 

「横浜ＤｅＮＡベイスターズ－千葉ロッテマリ

ーンズ」戦 

１，８４７人 

・女子サッカーカナダワールドカップ 

全７試合のパブリックビューイング 
７４０人 

 

○女子サッカー推進事業：スポーツ課 

◇女子サッカー関連イベントを開催し、女子小中学生サッカー選手の活躍の場の提供と

競技力の向上を図ることができたとともに、スポーツ観戦の場を提供しました。 

 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

なでしこカップＵ－１５大会 ９００人 ９００人 ８５０人 

なでしこカップＵ－１２大会 ８９０人 ７４０人 ７４０人 

なでしこリーグ公式戦 ３，９０６人 ６，４１７人 ６，１７３人 

なでしこレジェンドがやってくる！ ５２０人 ４８０人 ３８０人 

女子小中学生サッカー体験 ２０人 １４３人 ２６４人 

大和なでしこサッカーフェスティバル １００人 １００人 １００人 

ＪＦＡガールズフェスティバル ４４０人 ― －人 

合 計 ７，９６９人 ８，７８０人 ８，５０７人 
 

 

「夢の教室」とは 
J リーグやなでしこリーグを中心としたスポーツの現役選手、OB・OG など

による子どもたちへの教室イベントです。選手たちが「夢先生」となり、講

義や実技を通じて、「夢を持つことの大切さ」「仲間と協力することの大切

さ」などを子どもたちに伝えています。 


